












































































【要約】本研究の目的は、地域保健組織の構造と機能を明らかにし、母子の健康を支援す

る新しい住民組織をつくる際の一つの指針（特に強化方法について)を策定するところにあ

る。この目的を達成するために、次の二つの内容について調査を実施した。 

(1)母子保健活動にかかわる住民組織の構造と機能 

この点を明らかにするために以下の調査項目を選定した。①名称②活動の目的③結成の動

機④主な活動⑤会員数⑥役員数⑦役員の任期⑧役員の選出法⑨会員の有無⑩機関誌の有無

⑪活動の充実度⑫理想の住民組織像 

(2)愛育班におけるリーダーシップ状況 

Chelladurai のリーダーシップ多次元モデルを援用し、SO 式 LSHP を作成した。項目は①ト

レーニングと指導:TI(Training and Instrution)②民主的行動:DB(Democratic Behavior)

③権威的行動:AB(Autocratic Behavior)④社会的援助:SS(Social Support)⑤フィードバッ

ク：PF(Positive Feedback) 

調査の結果、次のことが明らかとなった。①地域には健康を支援する住民組織が必ず存在

する。②母子保健のための住民組織には地域差がある。特に大都市(東京、大阪)は、住民

からのニーズの高まりで生じた会「育児グループ、子育て井戸端会議、児童館自主グルー

プ、子どもの遊び会」など多種多様の名称であるのに対し、地方は母子保健推進員、食生

活改善推進員、愛育会」など画一的な名称の住民組織となっている。③活動の中心テーマ

は「母と子の健康づくり、栄養改善、育児、仲間づくり」などである。中には個別の問題(例

えばダウン症児の会、発達に遅れのある児の会)の解決を目指した住民組織・グループもあ

る。④理想の住民組織として「父親、祖父母をも含めた当事者組織としての育児グループ」

「母子を含めた全住民の健康づくり」を理想としてあげているものが多い。⑤愛育班に求

められているリーダーシップは、民主的で社会的援助がよくでき、フィードバック〈人を

よくほめる)を備え、かっ専門的知識 1技術を適切に指導できる人材である。権威的行動を

とるリーダーは、決して求められていない。 

以上の諸点を踏まえ、地域組織活動の強化方法の開発の中心は、「健康にかかわるリーダー

シップの強化」にあると結論づけたい。そのリーダーシップには「人々の“健康状態の改

善"という明らかな目標達成機能とお互いの健康を思いやることによって人々の間にあた

たかな“心の共有"を起こし、集団を安定させる集団維持機能が備わっていること」が不可

欠である。このようなリーダーシップを発揮させるには、その活動の「場」としての地域

住民組織が存在しなければならないことは言うまでもない。しかしそのような住民組織が

存在しないところでも、我々の主張するリーダーシップが発揮できる人材が出現(育成を含

め)すれば、必然的に健康を支援する住民組織が地域に醸成されるのである。 


